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市ホームページ 行政地図情報 土砂災害・洪水ハザードマップ検索マニュアル 

 

１ 「防災マップ」の開き方 

 

① 以下 URLを選択してください。 

 

 

② 「防災」の地図検索を選択し、「防災マップ」＞「利用規約（同意する）」とそれぞれク

リックしてください。 
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２ 確認したい地点の表示方法 

③ 「防災マップ」のトップ画面が表示されます。赤枠箇所に所在地の住所を入力してみましょ

う。 

 

 

※今回は長野市役所の住所で仮入力してみました。 

入力しても、うまくその場所の地図が出ない場合は、その下の青字「住所一覧から選択する場 

合はこちら」をクリックし、あいうえお順で大字以下の住所を選択・検索をしてください。 

 

※ 
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↑青字をクリックしてください。 

 

④ マップの中心点（十字マーク）が検索された地点になります。 

 

 

 

３ 土砂災害ハザードマップの表示方法 

 

⑤ 画面左の表示切替（凡例）があり、矢印のとおり下へスクロールしてください。 

 初期設定では、土砂災害警戒区域・特別警戒区域のチェックがすでに入っています。 

長野市役所は、白のままなので、土砂災害は警戒区域外になります。 
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⑥ 仮に、山沿いの西長野方面の地図を表示すると、以下のとおり土砂災害警戒区域（黄）、  

土砂災害特別警戒区域（赤）が表示されます。 

 

【参考】土砂災害警戒区域には「土石流」「急傾斜（がけ崩れ）」「地すべり」の三種類 

    があります。なお、本画面は 1/10000 程度の縮尺までしか見ることができません。 

        

 

 

 

４ 洪水ハザードマップの表示方法 

 

⑦ 洪水ハザードマップを見てみましょう。 

画面左上に住所検索欄があるので、一例として「エムウェーブ」がある「長野市大字北

長池 195」で入力・検索します。 

 

 

 
↑青字をクリックしてください。 
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⑧ 以下のとおり「エムウェーブ」に十字マークが出ました。同じく画面左のスクロールバー

を矢印方向へ下げてください。 

「千曲川 L2」の想定浸水深の凡例が出てきます。浸水想定区域図は、初期設定では千曲川の

みチェックが入り、表示されます。 

 
⑨ 地図上の十字マークをダブルクリックしてください。すると、地図上に赤い旗が立ち、上記

左赤枠内のとおり、その地点の想定される最大浸水深が表示されます。この地点は、千曲川

に 1000年に 1度（Ｌ2）程度の最大規模の氾濫があった場合、0.5～3ｍ未満程度の浸水が見

込まれるということになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 次に、犀川の状況を見てみましょう。まず、以下赤丸(1)(2)をそれぞれチェック、クリック

します。 
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⑪ 犀川のレイヤー（浸水深ごとの色）に画面が切り替わります。 

 

 

⑫ 千曲川と同様、⑩の操作（十字部分をダブルクリック）して、画面左の浸水深を確認してく

ださい。この地点は千曲川と同じ 0.5～3ｍの浸水深でした｡ 

 

⑬ 以下、蛭川（L2）まで合計 7河川、１つずつチェックを入れると、それぞれの河川が氾濫し

た場合の想定浸水深が分かります。 

 

実際に、佐久、上田方面に豪雨があった場合は「千曲川」、安曇野、松本方面での豪雨の場

合は「犀川」と河川ごとのハザードの想定浸水区域、浸水深を見て、各河川がそれぞれ氾濫し

た場合の避難を検討しましょう。 

 

５ 避難場所（避難所）の確認について 

指定避難所は地震、土砂災害、洪水の災害種別に応じて、避難先にならない場合もあり

ますので、必ず確認をお願いします。 
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【例】吉田小学校 

 

 マップ上の マークをクリックすると、以下のとおり表示されます。上段の 長野市

立吉田小学校をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

画面左側に避難場所（避難所）の詳細情報が表示されます。 

「洪水等の適否×、土砂災害等の適否○、地震の適否○」となっております。 

この場合、吉田小学校は洪水時の避難場所（避難所）になりませんので注意してください。 
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【参考 1】その他凡例について 

想定浸水深の各色データ以外に、以下のレイヤーが掛かっている場合は早期立退きをお願

います。 

         

 

           

           

                 

 

 

【参考２】想定浸水深ごとの建物への影響（目安） 

 

氾濫流 

河岸浸食 

堤防決壊等に伴う氾濫流で木造家屋が倒壊する恐れがあり、早期立退き

が必要。 

 

河川浸食で家屋が倒壊する恐れがあることから、早期立退きが必要。 


